
はじめに

最近では「VUCA 時代」という言葉がさまざまな場面で用いられています。
VUCA とは、「Volatility（変動性）」「Uncertainty（不確実性）」「Complexity

（複雑性）」「Ambiguity（曖昧性）」という 4 つの言葉の頭文字を取ったものです。
不確実な時代において、ビジネスの成果を出すための「答え」もまた、不確実＝
予測困難な状況にあるといえます。

こうした状況において、最適解をどのように模索し、発見していくのかが、ビジ
ネスの成否を分ける大きな要因となってきています。本講座では、「デジタル思考」
と「アナログ思考」という2 つの思考を軸として、最適解を見つける方法に迫って
いきます。

デジタル思考とは、定型のパターンや枠組み、分析のスキルなどを活用すること
によって、課題の本質を的確かつ迅速に把握し、正解を導き出すための思考です。

デジタル思考を突き詰めることにより仕事の効率化が図られ、生産性の高い働
き方を実現することができます。

しかし、現代のビジネス環境は競争が非常に激しく、テクノロジーも日々進化
を遂げるなかで、最適解は常に変化し続けているといえます。つまり、デジタル
思考を活用するだけでは、このような環境＝最適解の変化に、十分な形で対応す
ることができません。

そこで重要になってくるのがアナログ思考です。

アナログ思考とは、感性や類推する力、想像力などを駆使することによって、「答
えのない問い」＝予測困難な状況に直面したときにもあせることなく、最適な選
択を重ねていくための思考です。
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日々のビジネスにおいて「答えのない問い」は決して避けることができないもの
であり、アナログ思考の力が欠けていると、適切な対応を続けることができません。
ここから、デジタル化が進む現代において、アナログの力が再び見直されはじめ
ています。

大切なのは、アナログ思考を活用して行った選択を、その後、実践を重ねるこ
とによって 1つの決まった形に抽象化すること。そのうえで、デジタル思考を駆使
して、効率化をとことんまで追求することの 2 つです。抽象化とは、複数の要素
に共通する大切な本質だけを抽出する作業をいいます。本質を理解することで 1
つの枠組みが定まります。だからこそ、アナログ→デジタルという思考の流れを生
み出すことができるわけです。

アナログからデジタルへ。このプロセスを常に意識し、くり返すことによって、
ビジネスの正解が蓄積されるとともに、個人だけでなく組織としての生産性も上
がり、さらに高い成果を出すことができます。

本文では、デジタル思考とアナログ思考をそれぞれ 4 つずつ、合計 8 つの思考
を紹介します。理論を学ぶだけでなく、具体的な課題をもとに、個々の思考の使
い方を身につけ、さらには陥りやすい落とし穴なども学んでいきます。

そして 3 か月目には、2 か月の学びの成果を実践力に変えるためのワークブッ
クに取り組みます。どのような課題にどんな思考を当てはめれば最適解が得られ
るのか。実際のビジネスシーンで起こり得るケースを通して考え、スキルへと高め
ていってください。

みなさんのこれから 3 か月間のお取り組みに、心から期待しています。
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学習のすすめ方

テキストの学習をはじめる前に、講座全体の学
習スケジュールと、各 Lesson の学習予定日を
決めましょう。各章の扉ページには、Lesson
ごとの学習予定日を記入する欄がありますの
で、ここに記入しておきます。

① 学習のスケジュールを立てる

事前に立てたスケジュールに沿って、無理のないペースで学習を進めて
いきましょう。重要だと思った箇所には下線を引く、気づいたことは
MEMO や余白に書き留めるなどすると理解も深まります。
本テキストは全 3 章で構成されており、各 Lesson とも４つの TOPICS
から構成されています。
Lesson で学習した内容を即実践するために、各項目末尾の「Let's  Exer
cise !」にも取り組みましょう。

各単元のテキスト学習が終了したら、提出課題に取り組みます。はじめ
は、テキストを見ずに取り組んでみましょう。わからない部分については、
テキストを読み返しながら、解答を記入してください。すべての設問に
解答し終わったら、期日までに提出してください。

② 学習をすすめる

③ 課題を提出する



予定日主な学習内容 実施日

加速する時代の変化

変わることのない価値

「デジタル思考」とは何か

「アナログ思考」とは何か

［　／　］ ［　／　］

［　／　］ ［　／　］

［　／　］ ［　／　］

［　／　］ ［　／　］

「２つの思考」が必要とされる理由

本章では、「デジタル思考」と「アナログ思考」という2つの思考が必要と
される理由についてお伝えします。加速する時代の変化と、変わることの
ない普遍的な価値。これらの背景を理解することで、2つの思考の大切さ
がさらに腹落ちするものと考えます。

▪本章の目的

本章は以下の4つのLessonから構成されています。それぞれのLessonには、
理解を促進するための4つのTOPICSが示されていますので、それらを踏まえな
がら学びを進めていってください。

▪本章の構成
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仕事の生産性を上げていくために必要なこと

仕事の効率を高め生産性を上げていくには、大きくは２つの方法
があります。1つはムダな仕事をなくすこと。テクノロジーによる
代替はこちらに当たります。書類の電子化により印刷が不要になっ
たケースなどです。もう１つは、表計算ソフトを活用し処理速度を
大幅にアップさせるなど、個々の仕事を大幅に短縮することです。

しかし、何を代替させ、何を活用するのかは、すべて人間が決め
なければなりません。テクノロジーは人間に「使われる」存在であ
り、この「使い方」を決める際に「思考」が重要な意味を持ちます。
たしかな思考がなければ生産性を向上させることはできません。

テクノロジーの加速度的な発達

テクノロジーは加速度的に発達しています。私たちが仕事で当たり
前のようにパソコンを使いはじめてから、まだ 30年も経っていません。
それが今や、人間の仕事がAIに取って代わられる心配をしています。

こうした時代のなか、大切なのは、テクノロジーの発達の影響をしっ
かりと理解することです。その影響とは、情報処理において、何より
スピードが重視されるようになった点にあります。仕事に当てはめて
いうならば、これまでよりもはるかに効率や生産性が大きな意味を持
つようになりました。

つまり、「便利になった」で終わりではなく、便利さを成果へと
結びつけ、効率的に生産性を上げていく必要があるということです。

情報処理のスピードが重視される時代になった

加速する時代の変化

テクノロジーの加速度的な発達

時代が変化すると、「最適解」も変化する

継続的なイノベーションが求められている

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の時代

便利さを成果へ

情報処理のスピード重視
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デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の時代

「デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）」という言葉が色々
な場面で聞かれるようになりました。これをビジネスに引きつけて
いうと、「デジタル技術を活用した新たなビジネスモデルを構築し、
組織変革や業績向上を実現すること」となります。まさに、日々進
化を続けるテクノロジーを私たちがどのように活用していくのか。

「使い方」が問われているのだといえます。
現代のビジネスシーンにおいては競争が激しさを増す一方です

が、そこで優位に立てるかどうかは、デジタル技術の活用が大きな
カギを握っています。

ＤＸが必要とされる背景には、市場での激しい競争に勝ち抜くと
いう大きな目的がありました。そのために、最先端のデジタル技術
を導入するわけですが、これにはコスト面など古いシステムのマイ
ナスを解消し、さらに効率化を進めるという意味も含まれています。

加えて時代の変化とともに、消費者のライフスタイルも大きく変化
しています。スマートフォンの普及が広告の手法を変革したように、
変化する消費者のニーズをいかに捉え、対応していくかが成果に直
結しています。この点でも、思考が重要な意味を持っているのです。

企業は利益を生み出し続けなければ、事業を継続することができ
ません。そのために、変わり続ける消費者のニーズを把握するだけ
でなく、技術や人材などにも十分な投資を行っています。新たな商
品やサービスを探求し、それと同時に徹底的な効率化を図り、人材
の成長によりさらに生産性を高めていこうとしているわけです。

事業を継続する＝市場で永続的に生き残るためには、この取り組
みが欠かせないことを企業は理解しています。新たな「答え」を見
つけ、さらに発見までのプロセスを徹底的に効率化する。だからこ
そのＤＸなのです。

 DXが必要とされる背景

企業は生き残りをかけてDXに取り組む

デジタルトランスフォーメーション（DX）とは

第１章　「２つの思考」が必要とされる理由
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時代が変化すると、「最適解」も変化する

消費者のニーズとは、ビジネスにおける「最適解」と表現するこ
とができます。最適解とは、消費者にとってもっとも価値のある商
品やサービスを指します。これが変化し続けるということは、企業
にとって非常に大きな問題です。マーケティングの手法や商品・サー
ビスの開発コストなどがかなりの負担となる可能性もあるからです。

また、人々の価値観は多様化する一方であり、簡単に「消費者」
と括ることさえ困難な時代になっています。多様化する消費者の
ニーズに対応するためには、いかにコストなどの負担を減らすかが
重要になってきます。

だからこそ、デジタル技術を活用し、人材を成長させ、企業は徹
底的な効率化を図ろうとします。効率化により削減されたコストは、
次の設備投資や人材育成施策などに回されることになります。これ
を見れば、人件費に還元されないという不満は適切ではないことが
わかります。

業務プロセスを徹底的に効率化し、「手すき」の状態を生み出し
ておかなければ、変化する消費者のニーズに、迅速かつ柔軟に対応
することができません。したがってＤＸなどの技術革新は、次のジャ
ンプに向けたホップ、ステップという位置づけになります。

ジャンプの高さをしっかりと確保するには、ホップとステップを
十分に行う必要があります。業務プロセスの効率化が進んだ分だけ、
新たな「答え」の発見に時間と労力をかけることができます。

変化の激しい時代において、最適解を見つけることは決して簡単
ではありません。仮の「答え」を予測して、試行錯誤を繰り返しな
がら1つの形へと練り込んでいく。この作業を抽象化と呼んでいま
すが、抽象化のレベルはそのまま最適解の適切さにつながっていま
す。抽象化が不十分であれば、変化に対応することができません。

変わり続ける消費者のニーズ

仕事のプロセスを徹底的に効率化する

そのうえで、新たな「答え」の発見に臨む

「最適解」の変化

加速する時代の変化
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イノベーションという言葉の意味

 事業の継続とはイノベーションそのものである

 変化に対応し続けることが生き残ること

継続的なイノベーションが求められている

効率化と抽象化を考えるとき、イノベーションという言葉を無視
して通りすぎることはできません。一般に、イノベーションとは「新
しい価値を生み出す」ことだと理解されていますが、これは抽象化
という観点だけからイノベーションを語ったものだといえます。

イノベーションには、効率化と結びついたもう1つの側面がありま
す。それは「すでにあるものの価値をさらに高めていく」というも
のです。既存のプロセスに新たな技術を組み合わせ、徹底的な効率
化を実現する。これも立派なイノベーションなのです。

現代の企業の活動は、現在の業務プロセスを徹底的に効率化し、
そのうえで変化に対応する新たな「答え」を見出していく。まさに
イノベーションの2つの側面を、ありのままに体現しているものと
いえます。その意味で事業の継続とはイノベーションそのものであ
り、いかに良質なイノベーションを生み出すかが、競争を勝ち抜く
カギとなるのです。

ときどき「現状維持でよい」と口にする人がいます。ですが、変
えないことは現状維持にすらならない点を、しっかりと理解する必
要があるといえるでしょう。何も変えることなく、同じ状態、やり
方をただ続けることは衰退の始まりです。

仮に競合他社とイノベーションのレベルが同じなら、市場におけ
るその企業のポジションはいつまでたっても変わることがありませ
ん。これこそが消極的な意味での「現状維持」の正体です。今より
もポジションを上げ、競争を勝ち抜いていくためには、ライバルが
行う以上のイノベーションを実現しなければなりません。

そのときに必要なのが、徹底的な効率化と抽象化で新たな「答え」
を見つけていくこと。これら2つの行動を、不断の取り組みとして継続
することです。それこそが、時代の変化に対応する唯一の方法なのです。

第１章　「２つの思考」が必要とされる理由
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変わることのない価値

ビジネスとは他者への貢献である

私たちの時間は有限である

「効率化」と「抽象化」の無限ループ

働くことがあなたの自己実現につながる

消費者、マーケット、あるいは社会。いずれも会社を「自己」と
すれば「他者」に当たる存在です。これらの他者から十分な支持を
得ることができなければ、企業は安定的に利益を確保することが難
しくなります。それは株主からの負託にも応えられないことを意味
しており、企業としての存続自体が危うくなってしまいます。

消費者のニーズの「中身」は変化していくとしても、それらに的確
に応える＝他者が求める価値を提供する企業の「姿勢」には変わる
ところがありません。それは企業ないしビジネスにとっての究極の
目的に他ならず、すべての事業活動の根底にあるべきものなのです。

ビジネスとは他者への貢献である

ビジネスの目的にはさまざまな形があります。それはどの立場か
ら眺めるかで大きく異なります。株式会社を前提に考えれば、経営
者の目的は安定的に利益を上げ、株主からの負託に応える点にあり
ます。他方、社員には仕事を通じて評価される、望んだ出世を果た
す、または十分な収入を得る、などの目的があるといえます。

これらの目的はもちろん大切なものですが、こうした自分に向けた
価値を追求するだけのビジネスは、やがてマーケットからの支持を
失う可能性が高いといえます。消費者、そして社会からの支持があ
るからこそ、企業は利益という果実を手にすることができるのです。

ビジネスにはさまざまな価値がある

仕事の生産性を上げていくために必要なこと

消費者や社会からの支持


